
　　　　

2025 年 3 月 18 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
四季のイベント：ヨット＆シーカヤック・ラフティング・キャンプ・スキー・サイクリングなど
デイイベント：お泊り会・調理活動・保護者交流会・映画鑑賞など

（別添資料１）

家族支援

・子どもたちの成長や課題を共有しながら、一緒にサポートする体制を
　整える。
・さまざまなイベントを通して、ご両親や兄弟児も一緒に楽しめる機会を
　提供する。

移行支援
・それぞれの子どもが次のライフステージにステップアップするに
　あたり、必要な情報を共有していく。

地域支援・地域連携
・送迎時や担当者会議において、学校の先生やSSWさんと連携する。
・地域の子どもに関わる機関や事業所と連携し、サポート体制を
　構築していく。

職員の質の向上
・事業所内外の研修へ参加する機会を作る。
・外部講師から助言を受け、知識と経験を積み重ねる。

支　援　内　容

・「褒める」ことを大切に関わり、子どもたちが『できた』をたくさん感じることで、自己肯定感を高める。
・さまざまなスポーツに触れ、生涯を通してスポーツに取り組むなど、将来の余暇活動につなげていく。
・フットサルなどのチームスポーツを通して、ルールや順番を守ることや友達と協力する、認め合うなど協調性を身に付ける。

・体を大きく動かす全身運動や水泳の活動を通して、体幹を強くしたり、自分の体を上手に動かす力につなげる。
・いろいろなプログラムを取り入れ、好きなスポーツ、得意なスポーツを見つけていく。さらに、大会に出場するなど、日頃の成果を発揮する機会を作る。
・運動遊びに加え、創作活動やリズム遊びを通して、各感覚を刺激し、発達を促す。

本
人
支
援

・子どもたちが『わかって楽しめる』こをと大切に、一人ひとりの認知の特性に応じた配慮や支援を行う。
・集団活動や創作活動、自然体験活動を通して、各感覚を刺激し興味の幅を広げる。
・一人ひとりの感覚や認知の偏り、コミュニケーションの苦手さに合わせた支援を行い、スモールステップでさまざまな活動に挑戦していく。

・自分の思いを言葉やジャスチャー、絵カードで表現できるよう支援する。
・集団活動を通して、友達とのコミュニケーションを楽しむ経験を積むことができるよう、スタッフが仲介しながら支援する。

・「褒める」ことを大切に関わり、子どもたちが『できた』をたくさん感じることで、自己肯定感を高める。
・フットサルなどのチームスポーツを通して、ルールや順番を守ることや友達と協力する、認め合うなど協調性を身に付ける。
・さまざまな場所での活動やイベントを通して、たくさんの人と関わり、コミュニケーションを取れる機会を創出する。

支援方針 年齢や種目に特化したプログラムを提供し、とことん『楽しい』を追求します♪

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 『子どもたちから教わるということ』『遊び心のある社会福祉を』を大切に、『７つのU』を提供します。

事業所名 UプロセッションⅡ 作成日支援プログラム


